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平素よりお世話になっております。 
このたび、以下の行事を企画いたしました。つきましては、旅程をご確認のうえご参加される旅程をお選びいた

だき、申込みのほどお願い致します。 
	 	 実行委員長	 	 糸長浩司（日本大学） 
	 	 幹事	 藤沢直樹（日本大学）、浦上健司（日本大学）、瀬沼頼子（昭和女子大学） 
◆目	 的 
① 農村計画委員会春季学術交流会、日韓研究交流会農村建築研究会との合同 
② 津波被災地と復興 
③ 住民参加による農村計画の原点、飯豊町に学ぶ 
④ 住民との参加を得た現地研修会 
◆旅	 程 
月日（曜） 時刻 発着地・滞在地 スケジュール 旅程No. 

7月 20日（金） 12:00 
12:40 

 
 

16:00 
 
 
 
 

18:10 
18:30 
19:00 

仙台空港	 集合 
仙台空港	 発 
長町 IC 
一ノ関 IC 
大船渡市立博物館 着 
 
 
高所移転住宅地りあすの丘 
 
大船渡市碁石地区公民館 発 
大船渡プラザホテル（宿泊）着 
大船渡プラザホテル 

 
●韓国が利用する貸切バスに同乗（大型バス）に

て移動 
 
●碁石地区復興まちづくり協議会による解説 
・大船渡市立博物館（ジオパーク・津波災害展示） 
・津波と復興地(高所移転住宅地)の解説と現地案

内（大船渡市役所担当者）	

・住宅設計・建設を指導した日本建築家協会東北

支部の建築家（佐川）等の説明（糸長・藤沢）	

●貸切バス（大型バス）にて移動 
●夕食(地元との交流、懇親会)、スライド上映 

A 

B 

 

7月 21日（土） 08:30 
09:00 
	 9:40 

 
11:30 
12:30 
15:30 

大船渡プラザホテル	 発 
住田町役場	 着 
住田町役場	 発 
平泉前沢 IC 
長者原 SA 着 
長者原 SA 発 
飯豊町役場	 着 

●貸切バス（大型バス）にて移動 
●新築の木造庁舎、住田式公営住宅見学（予定） 
 
 
●昼食（予定）：各自費	

	

●21日からの参加者（日本チーム）と合流 

 

 
13:30 
13:45 
14:30 

【日本チーム】 
赤湯駅	 着 
赤湯駅	 発 
飯豊町役場	 着 

 
◆東京方面から「つばさ」13:20 着、山形方面か
ら「つばさ」13:27着 
●貸切バスにて移動 
●日本チームは、役場で 1時間レクチャー受講 
●21日からの参加者（韓国チーム）と合流 

 C 16:00 
 
 
 
 

18:30 
 

飯豊町役場	 発 
 
 
 
 
飯豊旅館（宿泊）着 

●現地研修 part1スタート 
→平場の散居景観展望と散居住宅訪問（16:15

～17:00）→萩生地区中心部を経て→新設小学校	

（17:30～17:50）→町の中心公共施設群（18:00）

→散策しながら徒歩で飯豊旅館へ	

●夕食・懇親会 (まちづくりの歴史、スライド、
ビデオ鑑賞等)、町関係者も参加	



７月 22日（日） 08:30 
09:00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12:30 
 

13:40 
 
 
 
 

飯豊旅館	 発 
道の駅コンベンションホール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
飯豊町山間部のむらづくり 
－手ノ子地区 
 
－中津川地区 
 

 
●シンポジウム開始 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●シンポジウム終了 
●昼食（12:30～13:30） 
●現地研修会 part2 
→手ノ子地区協議会会長による住民参加のまち

づくり講義/西部公民館（13:50～14:25）→	

ペレット工場（15:00～15:30）→雪室施設（15:50

～16:30）→最上川源流の森を経て→白川荘 

  
17:00 
18:00 

【韓国チーム】 
 

 
●現地研修会	 終了、白川荘で入浴 
●中津川農家民宿（8軒）に分かれて宿泊 

  
17:00 
17:20 

 
 

19:30 

【日本チーム】 
白川荘 
旧中津川小中学校（農村計画研

究所改修予定施設） 
 
赤湯駅 

 
17:15発 
→見学後、18:00発→バスで赤湯駅へ移動 
	 ※希望者は飯豊町温泉旅館等に宿泊可能（途中

下車可能） 
●解散 
◆東京行き「つばさ」19:57、山形行き普通列車
20:40 

 
	 ※参加費及び申込みについては，申込書をご確認ください。 
 

「ワークショップ」による住民参加のまちづくりの原点、飯豊町に学ぶ 
・農村計画委員会	 山崎寿一委員長（神戸大学）	 挨拶 
・後藤幸平飯豊町町長	 「住民参加のまちづくりの意義と農村計画への期待」(仮) 
・糸長浩司(実行委員長、日本大学)「飯豊町のまちづくりの歴史・意義・課題」(仮) 
・三橋伸夫(農研)内発的農村計画ーワークショップとガバナンスゲスト(未定)	 	 	  
・韓国研究者	 	 韓国の農村改善(セマウル)の歴史と未来（案） 
・韓国研究者	 	 韓国農村計画での住民参加（仮） 
・ディスカッション 
コメンテータ	 農村計画委員会参加者	 韓国農村建築学会参加者飯豊町町長 

※シンポジュウム参加費は別途となります。	  


